
 

         
                島内供給野菜の作型開発 

 ～小笠原におけるサトイモの系統特性の把握～ 

佐藤澄仁・河野 章・小野 剛・沼尻勝人* 

*農総研商品開発科 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【要 約】小笠原での島内供給野菜として，サトイモの系統‘ＤＳ，ＷＨ’は総芋重が多

く，秀品率が高いことから有望な系統と考えられる。 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【目 的】 

小笠原では年間８千万円の移入野菜がある。一方，島内宿泊施設や飲食店など需要者へ

の聞き取り調査によれば，島内自給野菜の供給を望む声が高い。島内供給野菜は，基幹作

物の端境期や消費量の多いもの，比較的労力の少ない野菜の作型開発を行う必要がある。

そこで，労力が比較的少なくてすむサトイモの系統特性を把握する。 

【方 法】 

 農総研が保有している系統名‘ＤＤＫ２’外 20系統を供試し，2005年４月 20日に条間

80cm，50cmに種芋を植え付け、追肥，土寄せは７月４日に行った。基肥は成分量で窒素：

リン酸：カリ＝1.5：1.5：1.5kg／ａとし、追肥は 0.8：0.8：0.8kg／ａとした。収穫は 10

月 20日に行った。区制は１区 20株とした。 

【成果の概要】 

１）栽培期間中の平均気温は平年並みで，降水量は４・５・６月高めに推移した。 

２）総芋重は‘ＮＤＧ，ＷＨ，ＢＤ，ＤＢＧ２，ＢＵＮ’の系統で多く、‘ＨＡＳＵ，ＹＡ

Ｇ，ＹＡＲ１，ＤＥＳ’で少なかった。 

３）親芋重率は‘ＨＡＳＵ，ＹＡＧ，ＹＡＲ１’で高く，‘ＮＤＧ，ＢＵＮ，ＦＷ１，で低

かった。 

４）子芋数は‘ＤＳ，ＤＨＹ，ＮＤＧ’で多く，‘ＨＡＳＵ’で少なかった。 

５）孫芋数は‘ＤＢＧ２，ＦＷ１，ＮＤＧ’で多く，‘ＨＡＳＵ’ではみられなかった。 

６）ひ孫芋数は‘ＤＤＫ２，ＮＤＧ’で多く、‘ＤＥＳ，ＨＡＳＵ’ではみられなかった。 

７）子芋重は‘ＷＨ，ＨＫＹ，ＮＤＧ，ＤＳ’多く，‘ＨＡＳＵ，ＹＡＧ，ＹＡＲ１’少な

かった。 

８）孫芋重は‘ＮＤＧ’が最も多く，‘ＨＡＳＵ，ＹＡＧ，ＹＡＲ１，ＹＡＲ２’で少なか

った。 

９）ひ孫芋重は‘ＫＮ１，ＤＢＧ２’で多く、‘ＤＥＳ，ＨＡＳＵ，ＹＡＲ１，ＹＡＧ，Ｗ

Ｈ，ＹＷＫ’で少なかった。 

10）秀品率は‘ＷＨ，ＤＳ，ＨＫＹ’の順で高く，‘ＦＷ１，ＤＢＧ２，ＢＵＮ，ＤＤＫ２’

で低かった。 

11) これらのことから，‘ＤＳ，ＷＨ’は総芋重が多く，秀品率も高いことから小笠原での

島内供給野菜として有望な系統と考えられる。 

 

   



 

図１　平均気温と降水量の推移
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           ＊：気象庁父島測候所調べ 

 
 
表１　導入サトイモ系統の小笠原における評価

総芋重　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　親芋重率子芋 孫芋 ひ孫芋　子芋 　孫芋 ひ孫芋秀品率ｂ

系統名 　（ｇ）　（％）（個）（個）（個）（ｇ） （ｇ） （ｇ）（％） 　評価ｃ

ＤＤＫ２ 302513.618 48 8 7501745120 43.2
ＤＫＯ 265518.822 38 1 850125055 49.2
ＤＨ 281018.524 37 2 880135060 49.2
ＤＨＹ 289015.927 41 4 890146080 50.2
ＤＳ 293516.428 42 6 1000138075 73.7　◎
ＤＥＳ 190017.917 33       -6001860      -82
ＤＢＧ１ 246017.921 36 1 770120050 48.3
ＤＢＧ２ 314015.323 66 5 8501610200 31.9
ＮＤＧ 403012.426 64 8 11002250180 61.2　○
ＫＮ１ 287015.917 45 6 7501460205 63.2
ＹＷＫ 228023.418 42 1 735139010 60.7
ＨＫＹ 248022.123 33 1 1150115020 66.7　○
ＦＷ１ 3010 14 23 65 6 810169090 14.3
ＢＵＮ 313513.220 48 5 7701820130 42.5
ＢＷ 303519.123 38 3 1080131070 64.1　○
ＢＤ 331518.723 45 3 1015162060 63.4　○
ＷＨ 381518.625 45 1 1300180010 90.1　◎
ＨＡＳＵ 345 87 4    -    - 20   -     - 　 -
ＹＡＧ 125060.824 33 1 280 205 10　 -
ＹＡＲ１ 137558.933 30       - 360 310       -  　-
ＹＡＲ２ 221520.523 25 3 990 710 60 60.8  

ａ）定植：2005.4.20，追肥倍土：7.4，収穫：10.20 

ｂ）秀品率：M級以上(40g)の割合 

ｃ）評価：◎は収量が多く、秀品率が高いもの 

     ○は収量が多く、秀品率がやや劣るもの 


